




モシ文の意味用法について、 通時的観点から考察した研究には、 山口発二(2000)、 永田
里美 (2001) などがある。 山口2000は、仮定条件と共起するモシについて「古代語から現代
語まであまり変わりなく認められる」、疑問文になるモシは、「明治時代以後、 モシが稀にな
り、 モシモ ・ モシャ ・ モシカなどが用いられるようになった」、 推是文になるモシは、「明治
時代以降は見出せず、 疑問と共起するモシよりやや早く衰退したようである」というように、
疑問 ・ 推岳と共起するモシは、 近代語以降、 次第に消えて、仮定と共起するモシが中心にな
ってきたと述べる。
永田2001は、「話し手の主観性が強く認められ、 仮定条件、 疑念、 驚き、 原因推況、推定
という表現を（累積的効果によって）強調する」ものと述べており、 話し手の主観性を表し、
仮定 ・ 疑問 ・ 推丑という共起する表現の意味を強絢する語としている。
モシ条件節は、古代以来、 一貰して使用されつづけている。 一方、 モシ疑問文 ・ モシ推紐
文は先行研究によれば明治期までに消滅したと考えられている。本稿ではその意味や用法に
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事態は、判断とは反対の事態であり、 成立する可能性が低いと考えている。 a タイプである。
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|f 話し手が今後生じると考えている蓋然性の提示 I






























依 手ぬくひにつヽミゆつぼに入に、 まろきものなれハ、 いか、してかとりおとしけむ、
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